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技
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な

術を育て上げ、皆様方の事
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所 長
業展開と産業技術都
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てまいります。

久 米 道 之

務めさ
光栄で

た工業研
してご支
だき心よ
ます。

このたび
せていただくことになりま
あるとともにその責任の重

究所の事業に対
援、ご協力いた
り感謝申し上げ

私こと

工業研究所長を
した。まことに
さを痛感してい

ま
す
組
あ
開
発
リ

工業研究所は地域中小企業
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る技術課題を解決するため
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り、生き抜くためには他と
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をしようとする企業等とと
ーワン技術の開発に取り組
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、親身になって取り
は厳しい競争の中に
差別化できる技術の
所は積極的に技術開
もにそれぞれのオン
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どよろ
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とに喜
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けすることも多々あるかと
げて職責を全うしたいと考
の心をもって、そしてご指
しくお願い申し上げます。
、去る 月 日に発表され
企業の景況感はさらに好転
広がりを裏付ける結果とな
ばしい限りですが、中小製

皆様にはご迷惑
思いますが、全
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導、ご鞭撻のほ

た日銀短観によ
し、景気回復の
りました。まこ
造業を取り巻く
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目

信頼し、ご利用いただく中
とって大切なお客様です。
工業研究所はまた、地域に
る中核研究機関でありたい
の技術分野なら誰にも負け
るコア技術を確立していき
術に基づいた、ものづくり
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技術環
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効率的で効果的に行われる
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お願いし、所長就任のごあ

民に向けてわかりや
えます。また、業務
評価システムを作り
応えたいと思います。
をご活用いただくよ
いさつとします。
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た、欠陥の低減などを
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加工

成 年

試験・分析等依頼業

計測研究室の試験・分析な

度から平成 年度について

務

ど依頼業務の平

紹介します。 古

を
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成
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年間
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の利用企業総数は 社で
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が、主に鉄道車両関
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頂
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以上、今回は当研究室の過

業務について紹介しました

興会の設備拡充補助により

が一層充実し、今まで以上

けるものと期待しています
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去 年間の有料の依
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す。機
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業務の内容にも記しました
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械金属関係の製造業と輸送

いのですが、プラスチック

企業の利用も少なくありま

について

が、当研究室の

測定が過半数で

用機械器具製造

やゴムなどの化

せん。
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す
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ご

技術相談、受託研究、加工

る研修などを通じて中小企

ポートを実施していますの

利用下さいますようご案内

（加工計測研究

技術コースを始めと

業の方々への技術的

で、これまで以上に

申し上げます。

室長 近藤 広文）
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